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2020 年 7 月 20 日 
安定 し た SL の 通年 運行 を 目指 し ます ! 


真岡 鐵道 で 運行 し て いた SL (C11 形 325 号 機 ) を 
2020O 年 7 月 30 日 に 譲受 し ます ! 
ン と SL の 譲 受 に 合わ せ D L と 客車 の 体制 も 整え 2 機体 制 を 確保 し 、 乗 車 機会 を さら に 提供 し ます て 


東武 鉄道 株 式 会 社 


東工 鉄 首 (本 社 : 東京 都 黒 田 区 、 社長 根津 門 淳 で は 、 芳賀 地区 広大 行 政事 務 組 合 (栃木 県 真 届 市 、 組合 長 : 石坂 真一 
が 所 有 し 、 真岡 鐵道 で 運行 し て いた SL C11 形 325 号 機 (以下 :C1 1 325 号 機 ) の 入札 に 応札 し 、 
この た び 譲 渡 契 約 に 関す る 手続 き が まとまり 、7 月 3 0 日 に 譲受 する こと が 決定 し まし た 。 


当社 で は 、2 0 1 7 年 8 月 1 0 日 より 東武 天 怒 川 線 に て 約 半 世紀 ぶり の 蒸気 機関 車 復活 運転 を 実施 し て いま す が 、 
今般 、 真 岡 鐵道 が 1 9 9 8 年 か ら 動態 保存 し て いた C 1 1 325 号 機 を 譲受 する こと で 、SL の 複数 機 催 制 に よる 
安定 し た 通年 運行 を 図り 、 お 客 さ ま に よ り 多 く の 乗 車 機 会 を 提供 する こと で 、 日 光 ・ 鬼 綴 川 エリ ア の 地域 活性 化 を 
より 一 層 図 り ま す 。 

C11 325 号 機 は 、2020 年 12 月 の 営業 運転 開始 を 予定 し て お り 、 複 数 機体 制 を 整え る こと で 、 
現在 鬼怒 川 線 で 運行 し て いる C 1 1 20 7 号機 が 検査 な ど に より 長期 間 運 行 で き な い 場合 で も 、 年 間 を 通し て 
SL 運行 が 可能 に な る ほか 、 他 線 区 で の イベ ント 運転 等 の 検討 も 可能 に な り ま す 。 

また 、C 1 1 325 号 機 の 導入 に 合わ せ 、」R 東 日 本 より 譲受 し た ディ ー ゼ ル 機 関 事 (OE10 1109) と 、 
J R 北 海道 より 譲受 し た 1 4 系 客車 1 両 (スハ フ 14 501) を 運用 開始 する こと で 、 2 編成 で の 運転 が 可能 と な り 、 
土 休日 を 中 心 に 最大 4 往復 8 本 (現在 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 拡大 防止 の 観点 で 2 往復 4 本 の み 運 転 ) 全て SL し で 
の 運転 も 可能 と な り ま す 。 (今後 の 運転 計画 に つい て は 、 決 まり 次 第 別途 お 知ら せい た し ます ) 

な お 、 日 本 鉄道 保存 協会 か ら 譲受 し 、2 0 2 0 年 冬 の 復元 を 目指 し て いた 蒸気 機関 事 に つい て は 、 修繕 や 新規 に 
部 品 を 作製 する 箇所 が 想定 より も 多い こと に 加え 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 影 手 に より 復元 工程 が 逝 て て いる こと か ら 、 
完成 目途 を 2 0 2 1 年 冬 に 延期 し ます 。 

今後 も 当社 で は 、 安定 し た SL し の 通年 運行 を 目指 し 、 日 光 ・ 鬼 怒 川 エリ ア の 観光 活力 創出 に よる 地域 活性 化 に 
寄与 し て まい り ま す 。 

概要 は 別紙 の と お り で す 。 
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強 - / 記 .4 ーー ここ 。 
ム へ 蒸気 機関 車 C11 325 号 機 へ ディ ー ゼ ル 機 関 車 DE10 1109 人 1 4 系 客車 スハ フ 14 501 


※ 一 般 の お 問い 合わ せ 先 表示 は 、 東 武 鉄道 お 客 さ ま セ ンタ ー TELO3 一 5962 一 0102 


く 別 紙 > 
C 1 1 形 蒸気 機関 車 の 譲受 な ら び に 複数 機体 制 に 伴う 新車 両 の 導入 に つい て 


1 C11 形 蒸気 機関 車 に つい て 
(1) 議 受 機 
C11 325 号 機 
(2) 製造 年 度 
1946 年 
(3) 運用 開始 予定 
0 の 0 伸 1 る 月 
(4) 今回 譲受 し た 「C 1 1 形 325 号 機 」 に つい て 
1998 (平成 10) 年 に 動態 保存 を 開始 し 、 主 に 真 陣 閉 導線 で 運転 を 行っ て いま し た 。 2 0 1 9 年 3 月 に 
芳賀 地区 広域 行政 事務 組合 に お いて 入札 の 公告 が され 、 当 社 が それ に 応札 。2019 年 12 月 1 日 に 
真岡 鐵道 線 で ラス トラ ン を 行い 、 現 在 、 」 R 東 日 本 大 宮 総 合 車両 セン ター に お いて 検査 中 で す 。 


2 DE10 形 ディ ー ゼ ル 機 関 車 に つい て 
(1) 譲受 機 
DE10 1109 号 機 
(2) 製造 年 度 
1971 年 
(3) 運用 開始 予定 
2020 年 8 月 
( 4 ) 今回 譲受 し た 「DE 10 形 ディ ー ゼ ル 機 関 車 1 1 0 9 号機 」 に つい て 
J R 東 日 本 在籍 時 に は 、 客 車 や 貨車 の 牽引 や 青森 駅 構内 の 
入 換 作業 な ど を 中 心 に 活躍 し た 車両 で す 。 今 回 の 譲受 を 
きっ か け に 、」R 北 海道 が か つて 所 有 し て いた 寝台 特急 
「 北 半 星 」 や 急行 「 は まな す 」 を 牽引 し て いた DD 5 1 形 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 の 塗 色 を 模 し た “青色 の 車体 に 金色 の 帯 と 
流星 マー ク ” を 施し た 塗装 に 変更 し 、J」R 北 海道 より 譲受 し た 
1 4 系 客車 (スハ フ 14 501) と と も に 再 デ ビュ ー す る 
こと で 、 往 年 の 急行 列車 の 懐か し さ を お 楽し みい た だ け ま す 。 
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へ DE10 1109 (JR 東日本 か ら 譲受 ) 


3 14 系 客車 に つい て 
(1) 譲受 車両 
スハ フ 14 501 号 車 
(2) 製造 年 度 
中 91 本 
(3) 運用 開始 予定 
2020 年 8 月 
(4) 今回 譲受 し た 「1 4 系 客車 スハ フ 14 50 1 号車 」 に つい て 
本 州 で 使用 され て いた 1 4 系 客車 を 、 室内 暖房 の 強化 乗降 扉 
の 引戸 化 な ど 、 酷 寒 地 向け に 改造 し 、 拓 当 内 の 急行 列車 な ど 
を 中 心 に 活躍 し て いた 車両 で す 。 晩年 は 札幌 駅 青森 駅 間 を 
運転 し て いた 急行 「『 は まな す 」 な ど で 使 用 され 、2 0 1 6 年 
3 月 の ダイ ヤ 改 正 に お いて 同列 車 が 廃止 され た こと に 伴い 、 
当社 が 譲受 し まし た 。 


へ ス ハフ 1 4 501 (JR 北海 道 か ら 譲受 ) 


4 下 今 市 S L 機 関 庫 改 修 に つい て 
今回 の SL の 増 備 に 伴い 、S 工 の 日 常 の 点検 等 を 行う 下 今 市 SL 機関 庫 に 新た に 1 番線 を 増築 し 、S L 2 両 に 


対応 で きる 施設 に 改修 し まし た 。 SL 機関 庫 内 部 に は 、 車 両 の 床下 を 点検 する ピッ ト 線 や 、 車 両 部 品 や 機器 の 
吊上げ が 可能 な クレ ー ン が 設置 され て いる ほか 、 側 面 が ガラ ス 張 り の つく り に な っ て いる こと か ら 、S 工 の 
非 運転 日 に も 点検 や 整備 風景 を ご 覧 いた だ け ま す 。 


ム 増 築 前 の 下 今 市 S L 機 関 庫 ム 増 築 後 の 下 今 市 S L 機 関 庫 


以 上 


